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(57)【要約】
【課題】動画モードと標準モードを、消費電力が大幅に
増加することなく簡単な方法で切り替え可能な機能を実
現するＯＬＥＤ表示装置を得る。
【解決手段】発光素子として有機発光ダイオードを用い
たＯＬＥＤ表示装置において、表示パネルを駆動する駆
動ＩＣ１０に、標準モードから動画モードに移行させる
動画モード信号の入力に基づいて標準モードと動画モー
ドとのモード切り替えを行うモード切り替え手段として
、ビデオデータの算出係数の変更を行うためのビデオデ
ータ調整計数回路１２及びガンマ調整計数回路１３と、
１フレーム内で消灯駆動を行い駆動制御の変更を行うた
めの消灯開始信号発生器１５とを備え、モード切り替え
を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子として有機発光ダイオードを用いたＯＬＥＤ表示装置において、
　表示パネルを駆動する駆動回路に、標準モードから動画モードに移行させる動画モード
信号の入力に基づいて標準モードと動画モードとのモード切り替えを行うモード切り替え
手段を備えた
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記モード切り替え手段は、ビデオデータの算出係数の変更を行うためのビデオデータ
調整計数回路及びガンマ調整計数回路と、１フレーム内で消灯駆動を行い駆動制御の変更
を行うための消灯開始信号発生器とを備え、モード切り替えを行う
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記モード切り替え手段は、動画モードでの輝度を、下式にしたがって、
　　動画モードでの輝度＝標準モードでの輝度×（１００／消灯率）
標準モードでの輝度を消灯率に反比例した値に制御する
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記消灯開始信号発生器は、前記動画モード信号の入力に基づいて画素の発光を停止さ
せる回路を起動させるための消灯開始信号を前記表示パネルに出力する
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記駆動回路は、前記動画モード信号が活性化した時に、前記ビデオデータ調整計数回
路及び前記ガンマ調整計数回路からのビデオデータ調整係数及びガンマ調整係数を用いて
計算されたビデオ信号と前記消灯開始信号とを前記表示パネルに出力する
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記消灯開始信号発生器は、前記表示パネルにある画素の消灯時間の比率を意味する消
灯率に起因した消灯時間設定信号との入力に基づいて前記消灯開始信号を生成し、
　前記駆動回路は、前記動画モード信号と前記消灯時間設定信号との入力に基づいて、標
準モードの変換係数とは異なる調整係数で計算されたビデオ信号と前記消灯開始信号とを
前記表示パネルに出力する
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか１項に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記表示パネルは、発光素子に電流を供給する駆動トランジスタを停止させる停止用ト
ランジスタと、当該停止用トランジスタのゲートに接続される停止用駆動信号線と、当該
停止用駆動信号線を駆動する信号線用駆動回路とを搭載する
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載のＯＬＥＤ表示装置において、
　前記動画モード信号は、ユーザーからの指示、表示データの種類、表示装置が使用する
アプリケーションの種類に起因する信号に基づいて発生する
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、発光素子として有機発光ダイオードを用いたＯＬＥＤ（Organic light-em
itting diode）表示装置に関し、特に、ボケのない動画表示と長寿命化を実現するＯＬＥ
Ｄ表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、動きボケを防止すると共に、消費電力の増大及び短寿命化を抑制する表示装置と
して、入力データが動画か静止画かを識別する識別信号の値によって、動画の場合に黒挿
入駆動を行い、静止画の場合に黒挿入を行わないようにして、黒挿入の際は、１フレーム
を前後のサブフィールドに分割し、前フィールドで映像を表示し、後フィールドで黒挿入
するものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１１４２８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＯＬＥＤは、ＬＣＤと同様のデータホールド型駆動であるため、ビデオデータのリフレ
ッシュ動作と目の動きの間に速度差が感知され、動画の動きにボケが生じる。ＬＣＤでは
、この動画におけるボケを抑制するために、インパルス駆動や、倍速駆動などにより、改
善が図られている。これらのボケ対策駆動は、ＯＬＥＤにも有効であり、応用されつつあ
る。しかし、これらを実現するためには、周波数の増加、ビデオデータの記憶・加工、黒
データの作成・転送、そして、そのタイミング制御などが必要である。
【０００５】
　特に、携帯端末の性能向上と通信の高速化が可能となり、動画情報を扱う機会が増えて
きている。しかし、消費電力の増加が問題となっており、有機ＥＬでは、長寿命・低電力
で滑らかな動画表示が可能な駆動方法が求められている。
【０００６】
　従来のＯＬＥＤ表示装置における問題点を列挙すると次のとおりである。
　（１）データホールド型のＯＬＥＤ駆動法では、動画ボケが生じ易く、滑らかな動画表
示に欠点がある。
　（２）黒表示を行うことで動画ボケを抑制できるが、表示時間が短くなり、同一輝度を
保持する場合、ＯＬＥＤでの電流密度が増し、寿命が短くなるという問題がある。
　（３）動画ボケ対策として駆動周波数が高くすることが考えられるが、駆動周波数を変
えることは、設計変更の負荷が大きく、また、消費電力の増加につながるという問題があ
る。
　（４）また、黒データ挿入についても、その方法や挿入量（率）のコントロールが簡単
ではないという問題がある。
【０００７】
　この発明は上述した点に鑑みてなされたもので、動画を楽しめる動画モードとＯＬＥＤ
材料の短寿命化を抑制する標準モードを、消費電力が大幅に増加することなく簡単な方法
で切り替え可能な機能を実現するＯＬＥＤ表示装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係るＯＬＥＤ表示装置は、発光素子として有機発光ダイオードを用いたＯＬ
ＥＤ表示装置において、表示パネルを駆動する駆動回路に、標準モードから動画モードに
移行させる動画モード信号の入力に基づいて標準モードと動画モードとのモード切り替え
を行うモード切り替え手段を備えたことを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、用途に応じて、動画モードと標準モードを使い分けることで、ボケ
のない動画表示と長寿命化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の実施の形態に係るＯＬＥＤ表示装置を説明するもので、駆動ＩＣの機
能を示すブロック図である。
【図２】２モードＯＬＥＤ表示装置におけるモード変更時に必要な仕様を示す図である。
【図３】駆動電流の増加と黒挿入率の関係を示す図である。
【図４】１フレームの画像を常にある割合だけ発光させる発光領域スクロール法による表
示を示す図である。
【図５】消灯方法と駆動波形を説明する図である。
【図６】標準モード（Standard Mode）から動画モード（Moving Picture Mode）に移行す
る時の動作波形を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　まず、具体的な実施の形態を説明する前に、この発明の要旨について説明すると、次の
とおりである。
　１．動画モードと標準（静止画・テキスト）モードとを、選択的に切り替えることがで
きるようにする。
　２．モードの切り替えは、ユーザーからの指示、表示データの種類（動画、静止画、テ
キストなど）、あるいはアプリケーションの種類に起因する信号に応じて行われる。
　３．動画モードでは、標準モードでの輝度を消灯率に反比例した輝度に制御する。
　４．両モードの切り替えは、ビデオデータの振幅やガンマの変更を含む操作で行い、駆
動周波数の変更は行わない。
【００１２】
　次に、この発明の具体的な実施の形態について説明する。図１は、この発明の実施の形
態に係るＯＬＥＤ表示装置を説明するもので、表示パネルを駆動する駆動回路としての駆
動ＩＣの機能を示すブロック図である。図１に示すＯＬＥＤ表示装置は、滑らかな動画を
楽しめる動画モードと、ＯＬＥＤ材料の短寿命化を抑制することができる標準モードとを
、消費電力が大幅に増加することなく実現するモード切り替え手段を備えた２モードＯＬ
ＥＤ表示装置を示すもので、駆動ＩＣ１０と、消灯率設定回路２０及び表示パネル３０と
で構成されている。なお、標準モードとは、画質が４．６Ｍｂｐｓ前後のビットレートに
設定されているモードを言う。
【００１３】
　駆動ＩＣ１０は、従来と同様な構成としての論理回路１１、ビデオデータＲＧＢを格納
するメモリ１４、ビデオ信号ＲＧＢを直並列変換するＤＡＣ１６及びドライバ１７の他に
、モード切り替え手段の構成として、ビデオデータの算出係数の変更を行うためのビデオ
データ調整係数回路１２及びガンマ調整係数回路１３、１フレーム内で消灯駆動を行い駆
動制御の変更を行うための消灯開始信号発生器１５を備えている。
【００１４】
　図１に示すＯＬＥＤ表示装置において、標準モードから動画モードへの移行は、動画モ
ード信号（ＭＰＭ信号、ＭＰＭ：Moving  Picture Mode）の発生によって起動されるもの
で、ＭＰＭ信号は、ユーザーからの指示、表示データの種類（動画、静止画、テキストな
ど）、あるいはアプリケーションの種類に起因する信号に基づいて発生する。ＭＰＭ信号
が活性化されると、ビデオデータ調整係数回路１２において、ビデオデータ調整係数が、
標準仕様の値（Standard）から動画モードの値αに変更される。同様に、ガンマ調整係数
回路１３において、ガンマ係数が、標準仕様の値（Standard）から動画モードの値βに変
更される。そして、論理回路１１において、ビデオデータ調整係数回路１２からの調整係
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数α及びガンマ調整係数回路１３からの調整係数βに基づいてビデオデータが計算される
。
【００１５】
　また、消灯率設定回路２０は、消灯率δに基づいて消灯時間設定信号（ＴＯＦＦ信号）
を生成し、消灯開始信号発生器１５は、消灯時間設定信号（ＴＯＦＦ信号）に基づいて消
灯開始信号（ＯＦＦＳＴ信号）の生成を行うようになされ、消灯開始信号（ＯＦＦＳＴ信
号）は、画素を順々に消灯させる回路を活性化させる機能を有する。消灯率設定回路２０
及び消灯開始信号発生器１５は、駆動ＩＣ１０外で作成しても良いし、駆動ＩＣ１０内の
論理回路１１内で生成しても良い。また、調整係数α、βは、消灯率δが確定されること
で決まる係数である。
【００１６】
　次に、図２は、２モードＯＬＥＤ表示装置におけるモード変更時に必要な仕様を示す図
である。標準モードから動画モードに移行させる場合、パネル３０内へは、消灯機能追加
のための対応として、下記の対応（１）～（４）を施す。
　（１）画素駆動トランジスタＤ－Ｔｒの消灯用トランジスタＴｒｏｆｆの追加
　（２）消灯用トランジスタＴｒｏｆｆの駆動用シフトレジスタ（ＳＲ）回路の追加
　（３）消灯開始信号ＯＦＦＳＴの追加
　（４）消灯開始信号ＯＦＦＳＴは動画モード時のみに発生する。
【００１７】
　また、入力信号への対応として、下記の対応（５）、（６）を施す。
　（５）輝度アップのためのビデオデータの変換
　　　Ｖｓｉｇ＝Ｖｓｉｇ×α、Ｇａｍｍａ＝Ｇａｍｍａ×β
　（６）消灯率δに関連した調整係数α、βを求める。
【００１８】
　さらに、モード切り替えエントリー方法には、以下の３方法（７）～（９）が考えられ
る。
　（７）ユーザーあるいは表示装置を組み込むセットメーカーの指示によるもの
　（８）動画（Mpeg）や静止画（Jpeg、Text、etc.）など、表示データの種類によるもの
　（９）TV、Radio、Phone、Camera、Mailなど、アプリケーションの種類によるもの
【００１９】
　次に、パネル３０内及び入力信号への対応として、以下の観点から詳細を示し、図２に
示す対応（１）～（６）の項目を説明する。
　（ａ）動画ボケ対策
　（ｂ）標準モードから動画モードへ移行する時のビデオデータ
　（ｃ）黒データ挿入方法と表示方法（Emission Scroll法）
　（ｄ）黒データの作成方法
　（ｅ）動画モード（Moving Picture Mode：ＭＰＭ）での動作波形
【００２０】
　（ａ）動画ボケ対策
　駆動周波数は変化させることなく、１フレーム内の黒挿入時間を制御することで、動画
ボケ対策を行う。
　図３は、駆動電流の増加と黒挿入率の関係を示す図で、（ａ）は輝度と黒挿入率の関係
を示し、（ｂ）は駆動電流の数倍したときの動作点の動きを示している。設定輝度を一定
に保持するとすれば、駆動電流を大きくすると、発光時間は短くなる。例えば、図３に示
すように、
　　　　　黒挿入５０％の場合（点Ａ→点Ｂ）：　輝度２倍、発光時間５０％。
　　　　　黒挿入７５％の場合（点Ａ→点Ｃ）：　輝度４倍、発光時間２５％。
となり、発光時間が短くなるに従い、入力ビデオ電圧はＶｇｓがより大きくなる方向に移
動する。
【００２１】
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　ここで、例えば、黒挿入５０％は、消灯率δ＝５０％と同じ意味である。すなわち、動
画モードでの輝度を、下式にしたがって、
　　動画モードでの輝度＝標準モードでの輝度×（１００／消灯率）
標準モードでの輝度を消灯率に反比例した値に制御することで、駆動周波数は変化させる
ことなく、１フレーム内の黒挿入時間を制御することで、動画ボケ対策を行うことができ
る。
【００２２】
　（ｂ）標準モードから動画モードへ移行する時のビデオデータ
　飽和領域での駆動トランジスタＴｒの駆動電流は、以下の式で示される。
　　ＩＤＳ＝Ｗ／Ｌ・μ・Ｃｏｘ・１／２・（ＶＧＳ－Ｖｔｈ）２　　　（１）
　　　ここで、Ｗはチャネル幅、Ｌはチャネル長、μは移動度、
　　　　　　　Ｃｏｘは単位面積当たりのゲート容量、
　　　　　　　ＶＧＳはゲート・ソース間電圧、Ｖｔｈは閾値電圧をそれぞれ示す。
　この発明では、黒挿入を行うため、発光時間が短くなり、輝度が低下する。標準モード
時のピーク輝度と動画モード時の輝度を一定に保持しようとすると、駆動電流を大きくし
てピーク輝度を大きくする必要がある。式（１）から、ソフトウエア的に可変可能なパラ
メータは、ゲート・ソース間電圧ＶＧＳである。このゲート・ソース間電圧をより大きく
するために、ビデオデータＶｓｉｇやＧａｍｍａに下記のように調整係数α、βを掛ける
。
　　　・Ｖｓｉｇ＝Ｖｓｉｇ×α　　　　　　・Ｇａｍｍａ＝Ｇａｍｍａ×β
　α、βは、標準モードの変換係数とは異なり、動画モード時の表示（輝度、階調など）
を正常に行うための調整係数であり、消灯率に影響される定数である。
【００２３】
　（ｃ）黒データ挿入方法と表示方法（Emission Scroll法）
　従来の黒データ挿入方法では、駆動周波数が大きくなる。これは、駆動の高速化により
、消費電力が増加することを示しており、良い方法ではない。図４は、１フレームの画像
を常にある割合だけ発光させる方式である、発光領域スクロール法による表示を示してい
る。図４に示すように、１フレームを５画面に分けて、各画面内の黒挿入率を５０％とし
た場合を示し、５０％の発光領域が上から下に順次スクロールされるようにして表示され
る。このようにすると、駆動周波数を増加させることなく、動画ボケを抑制することがで
きる。
【００２４】
　（ｄ）黒データの作成方法（Emission Scroll法）
　黒データの作成方法として、発光を停止し、消灯させる方法を選択する。
　図５は、消灯方法と駆動波形を説明するもので、（ａ）は表示パネル３０内の消灯用画
素回路を示し、（ｂ）は駆動線波形を示す。消灯方法は、１Ｖの期間内の１ショットパル
スで、画素内の駆動トランジスタＴｒ ２をオフさせることで行う。
　この方法では、図５（ａ）に示すように、発光素子として有機発光ダイオードに電流を
供給する駆動トランジスタＴｒ ２を停止させる停止用トランジスタＴｒ ｏｆｆ、停止用
トランジスタＴｒ ｏｆｆのゲートに接続された停止用駆動信号線ＯＦＦ Ｌｉｎｅ、及び
停止用駆動信号線ＯＦＦ Ｌｉｎｅを駆動する信号線用駆動回路としてＯＦＦ シフトレジ
スタが必要である。
【００２５】
　（ｅ）動画モード（Moving Picture Mode：ＭＰＭ）時の動作波形
　図６は、標準モード（Standard Mode）から動画モード（Moving Picture Mode）に移行
する時の動作波形を示している。動画モードに入ったことを意味する認識信号ＭＰＭが活
性化（図中、“Ｌ”）することで、ＯＦＦシフトレジスタが活性化する。なお、図６にお
いて、ＶＳＴは垂直期間開始信号、ＶＯＵＴ１は垂直期間終了信号、ＶＯＵＴ２は消灯期
間終了信号を示す。
【００２６】
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　上述した実施の形態によれば、ボケのない動画映像を鑑賞する使い方と、ＯＬＥＤの長
寿命化に良い使い方の両方を提供できる。また、標準（通常）モードと動画モードとで、
駆動周波数を変えないので、大きな消費電力の増加がなく、低消費電力駆動を実現でき、
設計負担が軽く、開発コスト低減と製品開発が容易になる。
【符号の説明】
【００２７】
　１０　駆動ＩＣ、１１　論理回路、１２　ビデオデータ調整係数回路、１３　ガンマ調
整係数回路、１４　メモリ、１５　消灯開始信号発生器、１６　ＤＡＣ、１７　ドライバ
、２０　消灯率設定回路、３０　表示パネル。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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